
 

 

令和４年度 第１回医療安全講演会 開催のお知らせ 

 今年度の第１回医療安全講演会は、「医療メディエーター」をテーマに開催致します。府医でも毎

年養成研修を開催している医療メディエーターは、患者と医療者双方の主張を、いずれにも偏らな

い位置で、共感的に受け止め、自身の見解や評価・判断を示すことなく、当事者同士の対話の促進

を通じて、情報共有を進め、認知齟齬の予防、調整を支援する役割を担う人材です。今回講師とし

て登壇いただく直川先生は、日本メディエーター協会認定シニアトレーナー・認定メディエーター

Ａという立場にあり、現在も全国の研修会場で育成に従事されています。講演では具体的な技術だ

けでなく、メディエーターの立場を倫理的な側面から考察していく内容となっております。メディ

エーターの技能は、院内での紛争や訴訟トラブル回避にも非常に有用な技術となりますので、過去

の受講有無に関わらず、幅広くご視聴いただき現場対応にご活用ください。 

 受講方法は、ウェブ配信のみを予定しており、専門医共通講習および日医生涯教育講座の単位が

付与されます（※一部付与条件あり）。その後、府医ホームページでのオンデマンド配信も予定して

おりますが、配信時期や視聴方法については別途ご案内申し上げます。 

 

１．配信日時 令和４年１０月１日（土）１４時００分 ～ １６時１０分 

（＊講演動画１時間＋専門医単位取得用設問１時間） 

 

２．開催方法 ウェブ配信（＊ＺＯＯＭウェビナーにて配信） 

 

３．申込方法 以下、二通りで申し込みを受け付けます。 

       受付後、アドレスにテストメールを送信いたします。 

・方法１）ウェブからの申込  

→右記ＱＲコードよりお申込みください  ⇒ 

       ＱＲコードは府医ホームページにも掲載しています 

 

・方法２）メールによる申込  

→以下送付先に入力項目を記入し送信してください 

（メール送付先： anzen@kyoto.med.or.jp） 

表題に「令和４年度第１回医療安全講演会受講申込」と入力ください 

＜入力項目＞ 

①氏名、②氏名（ふりがな）、③性別、④職種、⑤診療科目（医師のみ） 

⑥所属医療機関、⑦郵送物送付先（郵便番号）、⑧郵送物送付先（住所） 

⑨電話先（日中連絡可能な番号）、⑩メールアドレス 

⑪受講方法（ウェブ配信）⑫専門医共通講習単位の要否 

 

※）メールアドレスの入力ミスが非常に多くなっております。誤字や半角記入などにご注意くだ

さい。受付後のテストメールが送れない場合はお電話申し上げる場合があります。 

 

 

４．受講決定 申込時記載のメールアドレスに受講決定通知を送信致します。また開催１週間前を

目処に、ウェブ配信用のリンクＵＲＬと視聴用のパスワードも通知致します。 

 

５．申込〆切 ９月２３日（金）  

 

申込用 QR コード 



 

 

６．受講対象 医療安全に関わる全職種を対象 

 

７．単    位 ・新専門医制度における専門医共通講習（医療倫理）１単位  

・日医生涯教育講座 ２．臨床倫理 １単位 

・「医療に係る安全管理のための職員研修」修了証 

 

※「専門医共通講習」の単位は、研修動画終了後に示される「設問（５題）を８０％以上

（４題以上）正解すること」が付与の要件となります。設問は１時間表示され、回答方

法は設問画面に表示されるＱＲコードを利用戴きます。なお正答が要件に満たない場合

は再回答となります。 

※「医療に係る安全管理のための職員研修修了証」は全参加者に付与致します。 

※オンデマンド配信の視聴では単位を付与出来ません。 

 

８．主  催 京都府医師会 

 

９．担 当 課  一般社団法人京都府医師会 医療安全課（TEL：075-354-6505） 

 

 

 

＝ プ ロ グ ラ ム ＝ 

 

 と き 令和 4年 10月 1日（土）― ウェブ配信 

テーマ 「医療メディエーター」 

司 会 京都府医師会 理事 松村 由美 

 

◎開 会）14:00～15:05 ＜05分＞ 

◎講 演）14:05～15:05 ＜60分＞ 

演題名 「医療メディエーション～倫理問題を検討する一つの方法論として～」 

講 師 直 川
のうがわ

 匡
まさ

晴
はる

 氏（日本赤十字社和歌山医療センター血液内科部長） 

新専門医制度における専門医共通講習 医療倫理（必修） １単位 

日医生涯教育講座（カリキュラムコード）＞２．臨床倫理 １単位 

 

 ◎閉 会）15:05～15:10 ＜05分＞ 

 

◎設 問）15:10～16:10 ＜60分＞ 

   ＊専門医単位付与の要件となる設問です。回答が終わり次第退出戴けます。 

 

 


